
 

 

 

 

 

 

主体的・協働的な学びを求めて 
副校長 石井 陽一 

校庭の梅の実が落ちると梅雨に入ります。正門のアジサイの花色がいつもより紫色が濃く感じる

のは気のせいかと思っていたところ、土壌の生分に酸性が多い等に影響されて毎年微妙に違うと調

べたらわかりました。また、花と思っていたのは実は「がく」という部分でした。換気のためドア

を開けている２階の音楽室から２年生の「でんでんむし」が聞こえてきました。 

玄関に「さなぎ」が 10 個出現！ 

毎年、下学年の教室にはアゲハチョウとモンシロチョウの幼虫の虫かごが置かれます。幼虫は校

庭の夏みかんの柔らかい葉が大好物です。「幼虫は脱皮を４，５回繰り返して、さなぎになるよ。」

と先生が説明していました。そして今年、玄関に１０個の蛹（さなぎ）が出現しました。それは松

尾校長先生が大森第五小学校から譲り受けたものでした。そのうち３個が「ナミアゲハ」で７個が

「アオスジアゲハ」です。子供たちはその変化に興味津々です。そして、羽化の瞬間を目撃もでき

ました。しばらく羽を乾かした後、アゲハ蝶は校庭に飛んでいきました。このような観察を通して

生活科や理科の楽しさ、問題解決能力、命の大切さを学んでいきます。 

人権に関わる道徳授業  

法務省人権擁護委員でもある本校２２代校長 片岡 昭子 先生が、この６月７月に３年生から６

年生各学級で「人権に関わる道徳授業」をしていただいています。きりっとした姿勢と優しい問い

かけに子供たちも引き込まれていきます。「いのちと人権は同じくらい大切なものです。」「人権とは

どういうことだと思いますか。」「いじめを無くすにはどうしらいいと思いますか。」・・・・子供た

ちは積極的に手を挙げます。また、小グループで話し合って発表します。協働的な学習もできるよ

うになってきました。２学期には１，２年生、ひまわり学級でも授業をしていただく予定です。 

ちいさな芽 

台東区幼児教育共通カリキュラム「ちいさな芽」実践推進訪問が６月８日行われました。1 年生

の生活科「あさがおのようすをつたえよう」では、ちいさな芽「三つの柱」の一つ「学び」を体験

活動しながら学習します。「朝顔に声をかけるとしたら何といいますか。」を考えながら、１人１台

端末を使って朝顔の写真を撮り、カードに貼り付けます。その後、印刷したカードに思いを書き込

んでいきました。自分で考え、意欲的に取り組む様子が見られました。振り返りでは研修支援専門

員の先生方から、様々な助言をいただき、次の授業実践に活かすことを目指しています。  

主体的に取り組む児童の育成 

松葉小、今年の研究テーマは「主体的に取り組む児童の育成～自己にあった課題の見付け方に着

目して～」です。低中高の学年・ひまわり学級で体育の授業を通して指導法の工夫・授業改善を進

めていきます。児童の主体的な姿として①自己の課題を知ること②友達との関わりを大切にするこ

と③粘り強く取り組む態度を養うことをイメージしていきます。先日の「器械運動・マット運動」

の研究授業ではスモールステップによる「できそうだな」「できそうな気がする」という思い「自己

効力感」を高める方法について講師より多くの示唆をいただきました。 

4 年ぶりに八幡神社、鳥越神社、矢先神社の例大祭が催されました。お囃子や子供神輿で松葉っ

子も活躍していました。玄関にも「松葉みこし」が組み立てられ、まもなく七夕を迎えます。 
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お知らせ 

・７月２１日（金）は、６年日光林間学園説明会（１５：００－）、４年常総市宿泊校外学習説明会（１５：３０－）を

実施いたします。 

・６年生の日光林間学園は、８月２１日（月）～２３日（水）、４年生の常総市宿泊校外学習は、８月２８日（月）

～２９（火）に実施予定です。 

・８月２４日（木）は３，４年生の水泳指導、８月２５日（金）は１，２，５，６年生の水泳指導と全学年、ひま

わり学級の学習相談があります。 

７月行事予定 

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

１ 土 

 

17 月 海の日 

２ 日  18 火 クラブ活動 

３ 月 委員会活動 19 水  

４ 火 なかよし班活動 20 木 終業式 ＰＴＡ前夜祭 

５ 水 
避難訓練 

21 金 
夏季休業日始  

宿泊行事説明会（４６） 

６ 木 
書写指導（３ひ） おみこし練習（３４） 

マッピーズリハーサル 
22 土 

松葉小地区納涼盆踊り大会 

７ 金 
書写指導（４５６）おみこし練習（３４） 

学びのキャンパス（ひ） 
23 日 

松葉小地区ラジオ体操 

８ 土 
土曜学校公開  

下町七夕まつりパレード 
24 月 

水泳指導（３４５６）学習相談（１２） 

個人面談 

９ 日 

 

25 火 
水泳指導（１２３４ひ）学習相談（５６ひ） 

個人面談 

10 月 水曜時程１４：１０下校 26 水 
水泳指導（１２５６ひ）学習相談（３４ひ） 

個人面談 

11 火 
校外学習４年 

27 木 
水泳指導（３４５６）学習相談（１２） 

個人面談 

12 水 
 

28 金 
水泳指導（１２３４ひ）学習相談（５６ひ） 

個人面談 

13 木 書写指導（３ひ） 29 土  

14 金 
安全指導日 

書写指導（３ひ） 琴指導（４） 
30 日 

 

15 土 

 

31 月 
水泳指導（１２５６ひ）学習相談（３４ひ） 

個人面談 

16 日     

７月の目標 

仕事を最後までやりぬこう 

 

７月行事予定 

夏休み中の水泳指導、学習相談、個人面談

の詳細につきましては、すでに配付してあ

るお手紙をご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵前警察の方のお話をよく聞き、お手

本をよく見て、安全な自転車の乗り方

を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月６日（火）７日（水） 手賀の丘宿泊訓練  

 蔵前小と金竜小との３校合同での宿泊訓練がありました。４・５・６年生は、１泊２日の宿泊学

習に参加して、「自分のことは自分で行う。」という大きな目標を立てて過ごしました。アスレチッ

クやうちわ作り、キャンドルサービスなどを行いました。また、食事やお風呂、寝具の準備･片付

けなどは自分で行い、難しいことは協力して取り組み、有意義な１泊２日を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 7 日（火） 自転車教室  

                     蔵前警察署や区の交通対策課、多くのご家庭のご協力

を得て、晴天の下、実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

帰校式では、４・６年生が司

会をしました。校長先生の

お話を聞いて、手賀の丘の

楽しかった思い出をふり返

りました。 

 

 

 

 

手賀の丘では、アスレチッ

クの遊具でたくさん遊びま

した。お腹がすいた頃にお

いしいお弁当を食べまし

た。 

 

キャンドルファイヤーで

は、火の神様を迎え、歌にゲ

ームにダンスにと、３校の

児童が一緒に楽しい時間を

過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教えてもらったことを実技で生かすこ

とができました。免許証をもらうのが

楽しみです。 

 

 

 



 

 

 

６月２６日（月）２７日（火）２８日（水） 霧ヶ峰移動教室 

 

 

開園式や閉園式では、礼儀正しく振る舞うこ

とを意識して、高学年らしい姿で式に臨むこと

ができました。 

 

 

 

 

 

2 日目は霧が濃く、山頂では霧に包まれた

幻想的な様子でした。風が強く、子供たちは

興奮していました。 

 

 

 

 1 日目の昼食は河原でお家の方が作って

くださったお弁当をいただきました。川の

流れの響きを聞いたり、目の前の山の緑を

見たりしながら自然の中で味わいました。 

 

 

 

 

1 日目のうちわ作り。デザインを考えて臨

みましたが、色付けは細かい作業が必要で苦

戦しました。慣れてくるとあれもこれもとい

ろいろ試しました。 

 

 

  

 

 

長野県にある台東区の施設「霧ヶ峰学園」に宿泊し、近隣

の施設や自然を生かした活動に取り組みました。 

「立岩和紙の里」では、伝統的な紙の製法の特徴を生かし

て、風情あふれるうちわ作りに取り組みました。植物の原材

料から和紙を作る手順を学び、職人の方の真似をしながら専

用の道具を使って製作しました。初めての作業に戸惑いなが

らも一通りの工程を楽しみながら経験することができまし

た。 

 「鷹山牧場」では、自然や動物に触れる体験活動に取り組

みました。動物園とは違う、自然の中の牧場を初めて見る子

も多いようでした。牛の乳しぼり体験では、ただ楽しく乳し

ぼりをするだけではなく、飼育員の方から「命」についての

話を真剣に聞きました。「本来は子牛に与えるはずの母牛の

乳を、私たち人間が生活のためにいただいている。」という

話を聞く子供たちの表情からは、動物の命と人間の生活につ

いて、深く考えている様子が伝わってきました。 

 「車山登山」では、みんなで力を合わせて一生懸命登りま

した。「まだかなあ。」という声も聞こえてきましたが、無事

に登山することができました。頂上からの景色はとてもきれ

いでした。 

 今回の移動教室での経験を学校生活に生かし、さらに高学

年らしい振る舞いができるようにこれからも学習活動を進

めていきます。 


